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製紙業界再編における全要素生産性の変化＊





























































































定の生産関数が定義される。        （３－１）
ここで は生産量，は労働・資本・中間財などの生産要素ベクトル      であり，は技術水準，は時間を表す。（３－１）式の
両辺について対数をとり，時間で微分すると，           （３－２）
となる。ここで生産要素価格を  とし，生産物市場と生産要素市場
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と表せるので，これを時点から 時点まで積分すると，                （４－５）







うな Theil-Tornqvist型の近似方法がある。             （４－７）
Diwert（１９７６）ではこの Theil-Tornqvist指数と translog型の集計関数が整合
的なものとなることを示している。Bowley（１９２８）で証明された２次近似の
補題を使ってこの証明をなぞってみよう。いま基準時点 と比較時点   
における投入要素の集計関数をそれぞれ次のように表す。             （４－８）
集計関数が translog型であるというのは，（４－８）式の両辺に対数をとった
次のような形式である。                  （４－９）
ここで，変化率を離散型に近似し，期から 期における投入の変化を見
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                    （４－１２）
次に，右辺第３項をまとめるために，次のような表記の定義をしよう。             （４－１３）
さらに   をテーラー展開し，１次近似すると，                                  
（４－１４）






                                                        （４－１５）         
これまでの展開式をすべて（４－１０）式に代入して整理すると，次のような投
入の成長率の加重和から得られる投入成長率指数を求めることができる。                    （４－１６）
同様に，産出指数も産出の成長率の加重和として導出することができる。       	 	 （４－１７）
ただし，は産出物のシェア
	である。これらを TFPの定義にあては
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してしまうこと，また，マークアップを投入価格 に含めてしまうことから
起こることから，TFPは過大推定となる可能性があることを示唆している。
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